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新発田市  令和６年度  第５回定例記者会見  

 

１ 日  時   令和６年７月３１日（水）午前１１時～ 

 

２ 場  所   ヨリネスしばた５０１会議室  

 

３ 内  容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

 

○令和６年度  『花市』 

○みんなでつくる！こども条例「子どもワークショップ」開催  

○新発田市有形文化財 (古文書 )に指定された「世臣譜」・「続世臣譜」の

展示  

○「しばた平和のつどい」開催  

○令和 6 年度高校音楽祭  

○不動産フェア 

○健康づくりの「絵と標語」大募集！ 

 

 

 

【市長発表項目】 

 

○キネス天王「夏休みこども実験教室」の開催  

   

○銀座・新潟情報館 THE NIIGATA「しばた大物産展」開催  

  

○立教大学応援団  合宿＆成果発表会  

  

○千葉ジェッツ プレシーズンゲーム in しばた 
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あいさつ 

○パリオリンピックで、日本人がここまでやるかと思うほどの活

躍をしています。試合に勝ったものの歓喜や負けたものの慟哭

をつぶさにテレビで見ていますが、私はやはり敗者が敗者であ

ることを毅然として受け止めるその潔さ、あるいは勝者が敗者

に対して敬意を払うおごりのなさ、そういうことがスポーツに

は必要なのではないかと思っております。スポーツは否応なし

に敗者と勝者を作ります。これは性質上やむを得ないけれども、

敗者の潔さと勝者のおごりのなさはまるで１枚のコインのよう

なもので、ワンコインだからこそ、我々はスポーツに大きな感

動を覚えると思っています。これからも金メダルを目指して頑

張っていただきたいと思います。まもなく富樫くんのパブリッ

クビューイングも開催されますし、なでしこジャパンもかろう

じて先般１勝しました。これからの活躍をしっかりと応援して

いきたいと思います。 

 

○先月の記者会見でお知らせしたとおり、７月１８日から２３日

までの日程で、キルギス共和国を訪問し、アラバエフ国立大学

や大統領府外務省、労働省、ビジネス協議会、日本大使館の方々

と意見交換を行い、非常に有意義なものとなりました。何より

も、学生の意識の高さに驚かされました。日本での就労を希望

する学生は、一定の日本語の習得はもちろん、介護であれば介

護の基礎知識、ホテル関係であればおもてなしの心などをしっ

かり勉強しています。さらに彼らは、私たち日本人が尊んでい

る、お年寄りを大切にする気持ちや、おもてなしの心などをし

っかりと持っており、十分日本でもやっていけると確信しまし

た。越えなければならない課題はまだありますが、１つ１つ私

どもがお手伝いをして、技術研修に励んでいただく環境を作っ

ていきたいと思っております。最後に、この縁を作っていただ

いた川東出身の宮野泰さんが抑留されていたタムガ村も訪ね、

抑留された日本兵の皆さんが作ったロシア軍の傷病兵の保養所

を見学してきました。新発田では、キルギスはあまりなじみの

ない国かもしれませんが、これからキルギスと新発田の繋がり

を深くしていきたいと思っているところであります。 
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それでは、会見項目を説明いたします。 

はじめに、キネス天王「夏休みこども実験教室」の開催についてです。 

 

〇これは、市と長岡技術科学大学が主催し、キネス天王のテーマ

である「オーガニック」を、科学の視点で市内の小・中学生に

体験してもらうものです。  

 

○施設がオープンしてもう少しで２年が経ちますが、この施設は

単に大学や企業が入居するだけではなく、研究の成果を積極的

に地域に還元していくことも目標としています。  

 

○これまでも、小学生や高校生のスタディー・ツーリズムの受入

れなどを行ってきましたが、やはり地元の子ども達と交流した

いという思いがあり、長岡技術科学大学のスタッフ・学生が中

心となり、この度の教室開催に至ったものであります。  

 

○ありがたいことに、募集開始後、３日ほどで定員に達したよう

です。これほど好評をいただいたということで、次回はもう少

し定員を増やして実施したいと考えております。  

 

○また、７日には菊水酒造株式会社さんから麹菌の説明もいただ

くようです。ぜひ現地にも取材に来ていただければと思ってお

ります。  
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次に、銀座・新潟情報館 THE NIIGATA「しばた大物産展」開催について

です。 

 

○昨年「表参道・新潟館ネスパス」が閉館し、新潟県では銀座す

ずらん通りに、新たな情報発信拠点として「銀座・新潟情報館  

THE NIIGATA」の整備を進めてきました。  

 

〇現在、一部のフロアが先行してオープンしておりますが、いよ

いよ８月８日に全館グランドオープンとなり、新潟県の新たな

情報発信拠点として機能していくこととなります。  

 

〇当市では、THE NIIGATA のグランドオープンに合わせていち

早く当市の PR を行うため、８月１１日に３階イベントスペース

において「しばた大物産展」を開催することといたしました。  

 

〇「しばた大物産展」は新型コロナウイルスによって販路を失っ

た製造事業者を盛り立てるために市内販売事業者と連携して立

ち上げた事業でありますが、本事業を通じて更に市外へ販路拡

大を目指したいたいという製造事業者の声を受けて、首都東京

でも当市の特産品を PR してまいります。  

 

〇この度の取扱商品の多くは「ふるさと納税」の返礼品でもあり、

一度きりの購入ではなく、首都圏に向けてふるさと納税という

形でも末永く当市と関わっていただけるよう PR してくる予定

です。  

 

〇また、当市と包括連携協定を締結しているイオンリテール株式

会社様からもご参画いただき、利用に応じて当市にご寄附をい

ただける「新発田城 WAON カード」の特設販売も実施予定です。  

 

○この「しばた大物産展」が、THE NIIGATA の幸先良いスター

トにつながるよう精一杯売り込んでまいります。  
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次に、立教大学応援団  合宿及び成果発表会についてです。 

 

〇昨年、スポーツ・カルチャーツーリズムによる合宿誘致で、法

政大学応援団の皆さんが当市で合宿と成果発表会を行いました

が、今年は立教大学の皆さんにお出でいただくこととなりまし

た。先日、私が自らセールスに伺い、立教大学応援団の監督さ

んらにお会いし、決定したものであります。  

 

○立教大学応援団は、リーダー部、吹奏楽部、チアリーディング

部の三部で構成され、総勢１００名を超える部員がおり、今年

で第９３代を数え、長きにわたって伝統を守り続けています。  

 

○東京六大学野球をはじめ、主に体育会の試合や大会で応援を行

い、選手を奮い立たせ、ともに戦っていると聞いております。  

 

○合宿は、８月２８日から９月５日まで、市内体育施設などで練

習し、宿泊も市内宿泊施設を利用していただくことになってお

ります。  

 

○また、市民の皆様に合宿の成果を見ていただきたいと、９月２

日に、市民文化会館で発表会を開催していただけることになり

ました。普段なかなかお目にかかれない応援団の演舞です。入

場無料ですので、ぜひこの機会にご観覧ください。  
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最後に、千葉ジェッツ プレシーズンゲーム in しばたについてです。 

 

〇４年に一度のスポーツの祭典、パリオリンピックが開幕し、世

界中が熱狂の渦に包まれています。日本はパリとの時差が約７

時間ということで、寝不足の方も多いのではないでしょうか。  

 

○もちろん、バスケットボール男子日本代表のキャプテンとして、

パリオリンピックに出場している、当市出身の富樫勇樹選手の

活躍にも大きく期待しているところでありますが、その富樫選

手が所属する B リーグ・千葉ジェッツのプレシーズンゲームを、

オリンピックの熱狂冷めやらぬ９月に当市で開催します。  

 

○このイベントにあたっては、半月ほど前の７月１６日に、私が

千葉ジェッツを訪ね、田村社長と面会し、事業の誘致を決定し

てきたものであります。  

 

○９月２９日（日）の午後２時から、市カルチャーセンターを会

場に開催します。対戦相手は、同じく B 1
ビーワン

リーグで過去に富樫

選手も所属していた秋田ノーザンハピネッツです。また、前日

の２８日（土）には、市内ミニバスケットボールチームの選手

を対象に「バスケットボールクリニック」も実施します。  

 

○座席は全席指定となっており、チケットは市民先行販売を８月

２１日（水）から、一般販売は９月８日（日）から開始します。

また、バスケットボールクリニックについては観覧無料ですが、

観覧定員を８００人とし、事前の申込みをお願いいたします。  

 

○記者の皆様にも、ぜひ当日会場にお出でいただき、トップレベ

ルのプレーと、富樫選手の凱旋試合を取材いただきますようお

願いします。  
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本日お知らせする情報は以上になりますが、他にもお配りした資料のと

おりイベントなどを予定しております。 

報道各社の皆様におかれましては、一つでも多く記事に取り上げてい

ただき、新発田市をご支援いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 


